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１　人口・面積 １－１　面積と人口[大都市比較]

１　人口・面積
１－２　世帯数と一世帯当たりの人数
                             [大都市比較]

特別区全体で比較をすると、面積は４番目、人口は８００万人を超え、２
～４位の横浜市・大阪市・名古屋市の合計に匹敵する。なお、特別区は
世界の都市でも１０番目の人口規模を有している。

一世帯当たりの人数は、特別区が２．１３人と最も少ない。
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資料：国勢調査（2000年）、全国都道府県市区町村別面積調（国土交通省国土地理院）
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１　人口・面積 １－３　三層人口[大都市比較]

１　人口・面積 １－４　外国人人口[大都市比較]

高齢者の比率では、北九州市（１９．２％）、京都市（１７．２％）、大阪市
（１７．１％）、神戸市（１６．９％）に次いで特別区（１６．４％）は５番目で
ある。また、特別区の高齢者人口は１３４万人を超え福岡市（１３４万
人）や川崎市（１２５万人）の総人口に匹敵する。

外国人の当該地域の総人口に対する比率では、大阪市（３．７２％）、神
戸市（２．３８％）、京都市（２．３７％）に次いで特別区（２．１３％）は４番
目である。
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◇ グラフ内のパーセントは総人口に対する外国人の比率
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１　人口・面積 １－５　昼夜間人口[大都市比較]

１　人口・面積 １－６　昼夜間人口比率[大都市比較]

特別区は人口（夜間）８１３万人、昼間人口１１１３万人の巨大都市であ
る。

大阪市（１．４１）と特別区（１．３７）が、他の大都市と比較して突出して
いる。
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資料：国勢調査（2000年）
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１　人口・面積 １－７　人口の自然増[大都市比較]

１　人口・面積 １－８　人口の社会増[大都市比較]

人口の自然増（出生数-死亡数）は、各都市ともプラスであるが、横浜市
（１３,０２９人）が最も多く、次いで川崎市（６,７８６人）福岡市（５,４３０人）
の順。特別区は出生・死亡数は最も多いが、自然増数は５番目である。

人口の社会増（転入者-転出者）は、特別区が４９,０４５人と圧倒的に多
い。特別区は転入・転出者を合計すると、約６０万人が一年間で異動し
ている。
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資料：大都市比較統計年表（2001年）

◇ 死亡数はマイナスで表示
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◇ 転出者数はマイナスで表示
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１　人口・面積 １－９　特別区の住基人口の推移

特別区の人口は平成８年まで減少していたが、平成９年から増加に転
じ平成１５年現在で昭和６３年の水準を越えている。外国人は上昇傾向
にある。
なお、時系列の変化を見るため住民基本台帳の人口を用いており国勢
調査の数値とは一致しない。
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１　人口・面積 １－１０　２３区の人口と面積

１　人口・面積 １－１１　２３区の三層人口

面積は大田区（５９．４６ｋ㎡）が最も大きく、最も小さい台東区（１０．０８
ｋ㎡）の５．９倍である。人口は世田谷区（８１４,９０１人）が最も多く、最も
少ない千代田区（３６,０３５人）の２２．６倍である。

高齢者人口比率が最も高いのは台東区（２１．１％）で次いで千代田区
（２０．９％）、北区（１９．３％）の順である。最も低いのは江戸川区（１２．
８％）である。
年少人口比率のもっとも高いのは江戸川区（１４．４％）で次いで足立区
（１３．３％）、練馬区（１３．１％）である。最も低いのは豊島区（８．４％）
である。
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資料：国勢調査（2000年）
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１　人口・面積 １－１２　２３区の昼夜間人口

１　人口・面積 １－１３　２３区の昼夜間人口比率
昼夜間人口比率は千代田区（２３．７３）が群を抜いて高く、次いで中央
区（８．９４）、港区（５．２６）の順である。一方、練馬区（０．７７）、江戸川
区（０．８１）、葛飾区（０．８２）、杉並区（０．８２）が低い。

昼間人口は千代田区（８５５,１７２人）、港区（８３７,６５８人）、新宿区（７
９８,６１１人）の順で多い。
特別区全体の人口（夜間）は８,１３４,６８８人、昼間人口は１１,１２５,１３５
人。
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資料：国勢調査（2000年）

昼夜間人口比率
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１　人口・面積 １－１４　２３区の昼夜間人口密度

昼間人口密度は、中心部の千代田区（７３,４６８）、中央区（６３,８７８）、
新宿区（４３,８０８）、港区（４１,１８３）が高い。
夜間人口密度は、千代田区（３,０９６）、中央区（７,１４５）、港区（７,８３
７）が低いが、各区間の差はそれほど大きくない。
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資料：国勢調査（2000年）
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資料：国勢調査（２０００年）
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１　人口・面積 １－１５　特別区の昼夜間人口予測

１　人口・面積 １－１６　特別区への流入人口（通勤・通学）

特別区内で従業・通学する人は７,７６８,８９６人（従業者６,９９３,１３３
人、通学者７７５,７６３人）である。この内特別区内に常住している人は
４,３２４,３６７人（従業者３,９０２,６６０人、通学者４２１,７０７人）である。特
別区以外からの流入人口は次のとおりである。近県からの流入が多
い。

東京都が行った人口予測によると、昼間人口は漸減傾向にあり、夜間
人口は平成２２年までは増加し、以降減少に転じるとしている。

特別区への流入人口
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資料：東京都総務局統計部『東京都昼間人口の予測－17年・22年・27年・32年（夜間のみ）各年10月 1 日現在－』
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特別区以外の東京都
合計　606,240人
（通勤532,846　通学73,394）

神奈川県
合計　928,002人
（通勤835,137　通学92,865）

茨城県
合計　76,594人
（通勤66,143　通学10,451）

栃木県
合計　17,753人
（通勤14,529　通学3,224）

群馬県
合計　11,394人
（通勤8,600　通学2,794）

埼玉県
合計　963,879人
（通勤867,431　通学96,448）

千葉県
合計　804,289人
（通勤734,254　通学70,035）

特別区特別区以外の東京

資料：国勢調査（２０００年）
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２　財政 ２－１　歳入決算[大都市比較]

２　財政 ２－２　歳入決算構成比[大都市比較]

歳入決算総額では、特別区2兆8,468億円、大阪市1兆8,621億円、横浜
市1兆4,188億円となっており、特別区は横浜市の2倍超の規模を有して
いる。

歳入に占める地方税の割合は、川崎市49.6%、横浜市48.8%の順となっ
ている。特別区は財政調整制度により、地方税は27.9%であるが、財政
調整交付金29.2%を含めると、57.1%となる。
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資料:2001大都市比較統計表　平成13年度普通会計決算

資料:2001大都市比較統計表　平成13年度普通会計決算

2,846,760

1,862,127

1,418,803
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２　財政

２　財政

２－３　歳出決算(目的別)[大都市比較]

２－４　歳出決算(性質別)構成比
　　　　　　　　[大都市比較]

歳出決算総額では、特別区は2兆7,444億円、うち民生費は1兆20億円、
36.5%を占めている。

歳出に占める割合の最大値は、人件費及び扶助費は特別区各27.6%、
16.3%。公債費は神戸市21.6%。普通建設費は北九州市30.4%、補助費は
名古屋市11.6%となっている。
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資料:2001大都市比較統計表　平成13年度普通会計決算

資料:2001大都市比較統計表  平成13年度普通会計決算
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２　財政 ２－５　特別区の決算規模推移

２　財政 ２－６　特別区の歳入歳出決算構成比

特別区の財政規模は、平成4年度の歳入総額2兆8,516億円、区税収入
1兆121億円をピークとし、以後減少傾向にあったが、平成12年の清掃
事業移管とともに戻りつつある。

歳入構成比では、特別区税、特別区財政調整交付金などの一般財源
が6割超であり、歳出構成比では、義務的経費(人件費、扶助費、公債
費)が5割を占めている。
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資料:特別区の統計平成元～14年版　昭和63～平成13年度普通会計決算

資料:特別区の統計平成14年版 資料:特別区の統計平成14年版
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２　財政 ２－７　２３区の歳入決算

２　財政 ２－８　２３区の歳入決算構成比

歳入決算総額では世田谷区2,169億円、足立区2,123億円。各項目の最
大値は、地方譲与税は大田区17億円、財産収入は港区43億円、繰入
金は千代田区457億円となっている。

歳入決算構成比の各項目ごとの最大値は、特別区税は渋谷区52.6%、
財政調整交付金は北区43.8%、特別区債は目黒区10.6%となっている。

資料:特別区の統計平成14年版　平成13年度普通会計決算
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資料:特別区の統計平成14年版　平成13年度普通会計決算
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２　財政 ２－９　２３区の歳出決算(性質別)

２　財政 ２－１０　２３区の歳出決算(性質別)構成比

歳出決算性質別の最大値は、総額は足立区2,068億円、人件費は世田
谷区565億円、扶助費は足立区460億円となっている。

歳出決算性質別構成比の最大値は、人件費は渋谷区36.6%、扶助費は
台東区24.3%、普通建設費は目黒区22.9%、公債費は杉並区13.8%となっ
ている。

資料:特別区の統計平成14年版　平成13年度普通会計決算
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２　財政 ２－１１　特別区の基金・区債推移

２　財政

基金残高は平成3年度9,910億円、区債残高は平成10年度1兆7,164億
円をピークとして、減少傾向にある。

各項目ごとの最大値は、基金残高は港区628億円、区債残高は足立区
1,349億円、一人あたりでは、千代田区が基金残高133万円、区債残高
39万円となっている。

２－１２　２３区の基金・区債、
　　　　　 区民一人当たり残高

資料:特別区の統計平成元年度版～14年版　昭和63～平成13年度末現在

資料:特別区の統計平成14年版　　平成13年度末現在
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２　財政 ２－１３　２３区の区税収入額比較

２　財政
市町村民税(法人)、固定資産税とも、都心3区(千代田区、中央
区、港区)の収入額が抜き出ており、一人あたりの額でも同様の
傾向が現れている。

区税の内訳において各税の最高額は、特別区民税は世田谷区970億
円、軽自動車税は足立区2億3千万円、特別区たばこ税は新宿区57億
円となっている。

２－１４　《試算》２３区都税事務所別
　　　　　　調整三税
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区税:特別区民税、軽自動車税、特別区たばこ税、鉱産税、入湯税
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３　その他 ３－１　公営賃貸住宅数[大都市比較]

３　その他 ３－２　種類別道路面積[大都市比較]

公営賃貸住宅数は特別区が一番多いが、全世帯数に対する供給率で
見ると中位となる。供給率のトップは神戸市（１７．９％）である。

市・区の総面積に対する道路面積の割合を見ると、市・区道では大阪
市（１３．８％）、名古屋市（１３．６％）、特別区（１０．７％）、横浜市（１０．
５％）が多い。都道府県道では特別区が４．０％と他の都市と比べて高
い。
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◇ パーセントは市区の総面積に対する各道路面積の割合
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３　その他 ３－３　大学数[大都市比較]

３　その他 ３－４　鉄道駅数[大都市比較]

特別区内の大学の数は７２校と、他の都市に比べて圧倒的に多い。

鉄道駅数は特別区（４０２駅）、大阪市（２３３駅）が多い。
１平方メートル当たりの駅数は大阪市（１．０５駅/k㎡）が最も高く、次い
で特別区（０．６５駅/ｋ㎡）の順となっている。

12
9

12

17

6

23
19

9

2

72

71011

0

10

20

30

40

50

60

70

80

札幌市 仙台市 千葉市 特別区 川崎市 横浜市 名古屋市 京都市 大阪市 神戸市 広島市 北九州市 福岡市

校

私立

市(区)立

都道府県立

国立

資料：大都市比較統計年表（2001年）
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◇上段の数値は総駅数
◇下段❑内の数値は、１平方キロメートル当たりの駅
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３　その他 ３－５　交通事故[大都市比較]

３　その他
３－６　火災件数及び損害見積り額
　　　　　　　　　　　　　　[大都市比較]

特別区が交通事故件数（６０,９９４件）及び死傷者数（６９,４２０人）ともに
多い。

特別区が火災件数（５,２１６件）及び損害見積り額（６,６３１百万円）で最
も多い。人口一万人当たりの火災発生件数は特別区（６．５件）大阪市
（６．５件）が最も多い。
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資料：大都市比較統計年表（2001年）
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３　その他 ３－７　犯罪認知件数[大都市比較]
犯罪認知件数は特別区（２１７,５４９件）と大阪市（１３６,４５４件）が多
い。
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資料：大都市比較統計年表（2001年、京都市・広島市・北九州市は2000年）
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４－１　大阪市の面積と人口

４－２　大阪市の三層人口

面積は住之江区（２０．７７ｋ㎡）が最も大きく、最も小さい浪速区（４．３７
ｋ㎡）の４．８倍である。人口は平野区（２０１,７２２人）が最も多く、最も少
ない浪速区（５０,１８８人）の４．０倍である。いずれも特別区の差（面積
５．９倍、人口２２．６倍）よりも小さい。

高齢者人口比率が最も高いのは西成区（２３．２％）で次いで阿倍野区
（２０．５％）、生野区及び旭区（２０．２％）の順である。最も低いのは東
淀川区（１３．６％）である。
年少人口比率のもっとも高いのは鶴見区（１６．７％）で次いで平野区
（１５．５％）、住之江区（１４．７％）である。最も低いのは浪速区（７．
８％）である。

４　大阪市のデータ

４　大阪市のデータ
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資料：国勢調査（２０００年）、大阪市データ
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４－３　大阪市の昼夜間人口

４－４　大阪市の昼夜間人口比率

昼間人口は中央区（５２３,８９７人）、北区（４３３,９２３人）が圧倒的に多
い。

昼夜間人口比率は中央区（９．４７）が群を抜いて高く、次いで北区（４．
７２）の順である。一方、東住吉区（０．８７）、住吉区（０．８９）が低い。

４　大阪市のデータ

４　大阪市のデータ
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資料：国勢調査（２０００年）
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４－５　大阪市の昼夜間人口密度
昼間人口密度は、中心部の中央区（５８,９９７）、北区（４２,００６）、西区
（３４,１９０）が高い。
夜間人口密度は、各区間の差はそれほど大きくない。

４　大阪市のデータ
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資料：国勢調査（２０００年）
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４－６　大阪市の人口と市税収入

大阪市内で従業・通学する人は２,４４０,４５２人（従業者２,２５１,７６８
人、通学者１８８,６８４人）である。この内大阪市内に常住している人は
１,１１４,１５５人（従業者１,０２０,４８６人、通学者９３,６６９人）である。大
阪市以外からの流入人口は次のとおりである。近県からの流入よりも
大阪府内からの流入が多い。

特別区と同様、人口と市税収入の各区ごとの差が見られる。４　大阪市のデータ

４　大阪市のデータ ４－７　大阪市への流入人口（通勤・通学）
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資料：国勢調査（２０００年）
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